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²�t �®中国伝来文化・三尸の思想」という論文を書いたが、今回のことによりそ
れを加筆修正することになるかもしれない。
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山ノ内という土地は、元は天台宗延暦寺の寺領であって、比叡山の飛び地、つまりその山
門に属していた土地、山内（さんない）の土地というところから付いた地名である。

「八坂庚申堂」はもともと秦氏の菩提寺であったのであるが、正式の名は大黒山延命院金
剛寺と言い、比叡山延暦寺の寺院である。かの八坂神社もそうだが、その八坂という土地
は比叡山延暦寺の支配する土地であって、そういう意味では「山ノ内」である。どうも秦
氏との関係が深いので、この際、山ノ内庚申と八坂庚申と比叡山延暦寺と秦氏との関係を



考えてみたい。 広隆寺は秦氏ゆかりの寺院であり、「八坂庚申堂」は秦氏の菩提寺。そ
してそれらは、比叡山延暦寺との関係が深いのである。

私は、広隆寺も山ノ内、つまりもともとは比叡山延暦寺の寺領であったと考えている。広
隆寺は弘仁9年（818年）の火災で全焼し、創建当時の建物は残っていない。承和3年（836
年）に広隆寺別当（住職）に就任した道昌（空海の弟子）は焼失した堂塔や仏像の復興に
努め、広隆寺中興の祖とされている。道昌は秦氏である。
道昌は、天長7年(830年)、仏名会に参列した折に淳和天皇に 召された。天皇は、「君主の
殺生と臣下の殺生のどちらが罪が重いのか？」と尋ねた。道昌は「君主は己の贅沢のため
に殺生を行うためにその罪は重いが、臣下 の中には生活のためにやむを得ず殺生を行う
者もいる。なのに君主はそれすら禁止している。したがって、君主による山沢からの供御
のほうが殺生の罪が深い」と説 いた。これを聞いた淳和天皇は、以降は贅沢のための殺
生を戒め倹約を行う一方、山沢の禁を緩めて貧しい者が狩漁によって食を得ることを許し
たという（『日本三代実録』『元亨釈書』）。これを機に道昌は宮中の仏名懺悔の導師と
なり、貞観16年(874年)までつとめ上げている。後に淳和天皇皇子の恒貞親王が、承和の
変で廃太子とされ出家した際、道昌はこれを弟子に迎えている。薬師寺最勝会、興福寺維
摩法会の講師など多くの法会に招かれており、生涯までに講じた法華経は570回にのぼっ
た。承和3年(836年)には広隆寺・隆城寺・元興寺の別当を歴任している。貞観6年(864
年)、権律師に任じられ4年後に律師となり、貞観16年(874年)には少僧都まで昇進した。道
昌は、大堰川(現在の桂川)の架橋をはじめ、洪水対策として堤防を改築するなどし、行基
の再来と称された。

広隆寺の祭神は聖徳太子。秦河勝が建立。桓武天皇（在位７８１年～８０６年）の命によ
り和気清麻呂と秦氏が平安京を建設。そのとき、比叡山延暦寺はできていたが、高野山金
剛峯寺はまだできていなかった。その後、承和3年（836年）に広隆寺別当（住職）に就任
した道昌は焼失した堂塔や仏像の復興に努め、広隆寺中興の祖となったために、広隆寺は
真言宗系単立となったのではないか。つまり、広隆寺ももともとは比叡山延暦寺の管轄す
なわち「山ノ内」であったのではないかと思う。そう考えないと、何故広隆寺で「牛祭
り」が行なわれているのかが理解できない。
広隆寺の牛祭とは、陰暦9月12日（現在は10月12日）の夜に広隆寺で行われる祭りで摩多
羅神が登場する。摩多羅神(またらじん)の役は白紙の仮面をかぶり、異様な服装をし、牛
に乗って寺内を一巡し、国家安穏・五穀豊穣(ごこくほうじょう)・悪病退散の祭文を読
む。摩多羅神とは、天台宗で、常行三昧堂(じょうぎょうざんまいどう)の守護神であり、
玄旨帰命壇(げんしきみょうだん)の本尊でもある。円仁が唐から帰国の際に出現して守護
したと伝えられる。摩多羅神は、広隆寺の牛祭りの祭神でもあるが、さらに赤山禅院の祭
神でもある。



円仁の帰国は８４７年 。秦一族の道昌が広隆寺別当になったのは８３６年。広隆寺はも
ともと「山ノ内」であり、秦一族と比叡山延暦寺との関係は深く、円仁は秦一族の道昌の
勧めもあって、秦一族ゆかりの広隆寺で摩多羅神祭としての牛祭を始めたのではないか。
秦一族と比叡山延暦寺との関係は、円仁の東北巡礼の旅に秦氏が随行していること、これ
は藤原冬継の命によるものだが、そういうことと、浄蔵が秦氏の別荘を譲り受けて八坂の
庚申堂を建立したことから並々ならぬものがあったことが判る。

山ノ内庚申、八坂庚申、比叡山延暦寺、それらと秦氏との関係をご理解いただけたであろ
うか。秦氏を理解しない限り、日本の歴史の正しい姿は見えてこない。
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